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ヰ1 項 備 考
理学研究科 大学院重点化





















京大広報 1995. 1. 15 
事 項
文 7戸a」． 部
学 科 の 改 組
臨 時 増 募 の 廃 止
（工） 環境質制御研究セ ンタ ーの新設
（時限10年）
生 態 学 研究セ ン タ ー の整備
高等教育教J受システム開発セ ンターの整備
食続科 学 研究所 の 改組
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京都大学市民講座「ながれ」
講演要旨 （その 1)

































































































































































































































































































BM!, Body Mass Index）と死亡率との問に相聞を
認めたとしている。このような疫学的研究は，い
ろいろな因子，ことに人種差，生活習慣，喫煙
量，運動量，健康にたいする意識，対象とするグ
ループの違い，統計処理などの違いによってさま
ざまな結果が得られる可能性があるが，このよう
な研究は我が固ではほとんど行われていない。
いずれにせよ極端な痩せ，極度の肥満は健康に
は決してプラスとはならず，日常的に簡単に知る
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ことができることでもあり，定期健診の時には進
んで測定していただくようにお願いしたい。
最後に，ハーバード大学のメイヤー教授による
「亭主を早死にさせる十箇条」を紹介する。
(1）夫をうんと太らせる。
(2）夫に酒を勧め，砂糖や菓子をどんどん食べ
させる。
(3) いつもじっと座らせておく。
[[]!] 
渡違庸一郎名誉教授
本学名誉教授 i度違庸一郎先生は，平成6年
12月25日逝去された。享年960
先生は，大正12年東京帝国大学農学部を卒業，
東京帝国大学助手，助教授・を経て，昭和7年京都
帝国大学助教授，同14年7月教授に就任，同36年
停年により退官され，京都大学名誉教授の称号を
受けられた。この間，昭和25年11月から同27年11
月まで京都大学評議員，昭和34年12月から同36年
8月まで農学部長，昭和35年2月から同年 3月ま
で京都大学長事務代理を歴任され大学の管理運営
に貢献された。
本学退官後は，広島農業短期大学学長，石川県
立農業短期大学初代学長を歴任された。
先生のご専門は，農業経済学で農業政策の研究
において数多くの研究業績を残された。
これら一連の学術上並びに大学管理・運営上の
貢献により，昭和44年4月勲二等旭日重光章を受
けられた。
ここに謹んで哀悼の意を表します。
（農学部）
宍戸圭一名誉教授
本学名誉教授宍戸圭一 先生は， 1月3日逝
去された。享年860
先生は，昭和5年京都帝国大学工学部工業化学
(4) 油っこい食事をたくさん食べさせる。
(5）塩分の多い，塩辛い料理に慣れさせる。
(6）砂糖の入ったコーヒーをがぶ飲みさせる。
(7) タバコをどんどん勧める。
(8）夜更かしをさせ，いつまでも寝かせない。
(9）休暇旅行に行かせない。
(10) しょっちゅう文句を言っていじめる。
（保健管理センター森下玲児）
科を卒業，同大学講師，助教授を経て昭和17年教
疫に就任，工学部工業化学第五講座を担任され，
同46年停年により退官され，京都大学名誉教授の
称号を受けられた。この間，昭和41年7月25日か
ら同46年3月31日まで京都大学附属図書館長とし
て大学の管理運営に貢献された。本学退官後は，
岡山理科大学教授を務められた。
先生は有機工業化学，中でも有機合成化学及び
有機反応化学に関する研究において数多くの優れ
た研究業績を残され，その発展に寄与されるとと
もに，精密有機合成化学の分野において多大の貢
献をされた。
また， 日本化学会，有機合成化学協会，近畿化
学協会などにおいて，会長，副会長，支部長等の
要1訟を歴任された。これら一連の研究教育活動，
学界活動により，昭和54年4月勲三等旭日中綬章
を受けられた。
ここに謹んで、哀悼の意を表します。
（工学部）
自社
"' 
(1994年12月1日一12月31日）
12月6日評議会
京都大学f愛媛会助成事業検討委員会
14日 外国人教貝及び留学生と本学関係者等との懇
親会
20日評議会
21日 国際交流委員会
。 国際交流会館委員会
26日 放射性同位元素等管理委員会
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